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広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　
　

第
二
部　

第
五
七
号　

二
〇
〇
八　

四
一
九

－

四
二
六

元
田
永
孚
に
お
け
る
『
論
語
』
の
新
た
な
位
置
づ
け

― 『
元
田
先
生
進
講
録
』
を
中
心
に 

―

ア
ン
デ
ィ
ー
・
バ
ン
キ
ッ
ト
・
セ
テ
ィ
ア
ワ
ン

（
受
理
日
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
日
）

は
じ
め
に
　
― 

課
題
と
問
題
の
所
在 

―

　

明
治
三
十
三
年
三
月
二
一
日
付
『
毎
日
新
聞
』
に
木
下
尚
江
（
筆
名
、
松
野
翠
）
に
よ
る
、

批
判
的
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
。
批
判
対
象
と
さ
れ
た
の
は
明
治
期
の
儒
学
者
、
元
田
永
孚
が
、

明
治
天
皇
の
侍
読
・
侍
講
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
間
に
進
講
し
た
内
容
の
筆
記
、『
経
筵
進
講

録
』
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
元
田
永
孚
に
よ
る
儒
学
の
テ
キ
ス
ト
『
論
語
』
に
対
す
る
解

釈
で
あ
っ
た
。
尚
江
は
、
こ
の
書
に
対
し
「『
経
筵
進
講
録
』
を
読
み
て
世
に
警
告
す
」
と

い
う
題
の
下
に
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
矛
盾
点
を
指
摘
・
批
判
し
た
。
彼
が
警
告
し
た
の
は
一

体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　

�

男
は
曰
く
「
我
國
は
天
地
開
闢
よ
り
天
祖
の
一
君
ま
し
ま
し
て
臣
民
を
統
治
し
、
子
々

孫
々
萬
世
窮
り
な
し
、
故
に
天
下
の
大
道
は
、
君
臣
に
始
ま
り
て
、
萬
づ
の
道
理
皆
此

の
君
臣
の
包
含
せ
り
」、
然
ら
ば
何
が
故
に
君
主
は
先
天
的
に
斯
か
る
大
権
を
存
す
る

や
、
男
は
曰
く
「
元
来
天
躰
は
世
界
を
終
始
包
含
し
て
、
日
月
山
海
も
天
中
の
一
物
な

れ
ば
、
君
躰
を
主
宰
保
合
し
て
、
臣
民
は
君
体
中
の
一
分
子
な
り
、
故
に
政
党
と
云
ふ

者
が
あ
る
べ
か
ら
ず
、
民
権
と
云
ふ
理
も
な
く
、
社
会
説
も
起
る
べ
き
筈
な
し
」。『
天

躰
は
世
界
を
包
含
す
』
と
の
前
提
よ
り
、
如
何
に
し
て
『
君
体
は
天
下
の
主
宰
』
に
し

て
臣
民
は
『
君
体
の
一
分
子
』
な
り
て
断
定
を
生
み
出
す
や
は
、
余
の
了
解
は
能
は
ざ

る
所
な
り
と
雖
も
、
余
は
此
の
如
き
無
法
の
結
論
が
常
に
『
専
制
君
主
の
権
力
を
弁
護

せ
ん
為
め
に
厚
顔
に
も
唱
道
せ
ら
れ
し
こ
と
を
史
上
に
熟
知
す
る
な
り
、
然
れ
共
立
憲

君
主

＝
自
ら
立
憲
政
治
を
創
め
玉
ひ
た
る
英
主
に
向
か
て
、
君
主
専
制
の
曲
説
を
進

講
す
る
者
あ
ら
ん
と
は
世
人
の
思
ひ
設
け
ざ
り
し
所
な
ら
ん
…
…⑴

こ
こ
で
、
尚
江
は
現
実
の
明
治
国
家
の
制
度
（
立
憲
制
度
）
と
、
元
田
の
進
講
中
の
専
制
君

主
論
と
の
間
の
矛
盾
を
指
摘
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
元
田
は
、
君
主
と
臣
民
と
の
関
係

を
、
天
体
と
世
界
（
日
・
月
・
山
・
海
）
と
の
関
係
と
同
様
な
も
の
だ
と
考
え
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
日
本
の
近
代
国
民
国
家
の
あ
り
方
を
説
こ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
木
下
尚
江
は
、

特
に
元
田
の
い
う
「
故
に
政
党
と
云
ふ
者
が
あ
る
べ
か
ら
ず
、
民
権
と
云
ふ
理
も
な
く
、
社

会
説
も
起
る
べ
き
筈
な
し
」
を
受
け
て
、
そ
れ
を
専
制
的
君
主
論
だ
と
批
評
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
木
下
尚
江
が
注
目
し
た
、
立
憲
制
度
と
元
田
の
進
講
中
の
君
主
論
（
専
制
君
主
論
）

と
の
相
違
と
矛
盾
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
木
下
尚
江
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

立
憲
君
主
制
を
選
ん
だ
明
治
政
府
の
頂
点
に
位
置
す
る
明
治
天
皇
に
対
し
て
、
元
田
に
よ
り

専
制
的
君
主
論
が
進
講
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
他
方
、
天
皇
と
い
う
神
道
の

象
徴
に
対
し
て
、『
論
語
』
と
い
う
儒
学
古
典
の
解
釈
を
基
に
進
講
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
、

よ
く
考
え
れ
ば
不
思
議
な
こ
と
に
見
え
る
。

　

天
皇
は
日
本
の
独
特
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
た
君
主
制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
価

値
観
の
原
点
は
神
道
思
想
に
あ
る
。
神
道
が
提
供
す
る
教
義
は
、
天
皇
の
根
拠
と
さ
れ
、
天

皇
の
正
当
性
や
権
威
の
理
由
付
け
と
さ
れ
て
き
た
。
天
皇
は
神
道
の
伝
統
の
中
に
す
で
に
自

ら
の
位
置
づ
け
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、『
論
語
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
は
儒
学
思

想
の
中
に
最
も
正
統
な
古
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
、

異
な
る
思
想
伝
統
の
中
に
存
す
る
天
皇
と
『
論
語
』
が
、
近
代
日
本
の
天
皇
制
、
特
に
宮
中
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の
教
育
の
空
間
の
中
で
合
一
さ
れ
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

　

元
田
永
孚
研
究
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
天
皇
と
『
論
語
』（
あ
る
い
は
儒
学
）
の
問
題
は
、

未
だ
、
必
ず
し
も
納
得
で
き
る
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。

従
来
、
元
田
研
究
は
、
彼
の
明
治
前
期
に
お
け
る
教
育
政
策
（
教
育
勅
語
の
草
案
な
ど
）
を

主
な
視
点
と
し
て
き
た
が
、
そ
の
他
、
彼
の
熊
本
藩
で
の
活
躍
（
主
に
熊
本
実
学
党
が
そ
の

中
心
な
課
題
）
に
も
研
究
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
共
通
し
て

い
る
も
の
は
、
元
田
＝
儒
学
と
い
う
思
想
的
前
提
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
田
が
提
出
し
た

教
育
政
策
や
意
見
書
な
ど
に
は
、
必
ず
や
儒
学
の
復
活
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
、
と
す
る
先

入
観
で
あ
る
。
近
世
後
期
に
お
け
る
彼
の
活
躍
も
ほ
ぼ
同
じ
捉
え
方
か
ら
分
析
さ
れ
て
き
て

い
る
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
中
で
、
久
木
幸
男
氏
「
明
治
儒
教
と
教
育

－
一
八
八
〇
年

代
を
中
心
に

－⑵
」
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
久
木
氏
は
元
田
の
儒
学
の
異

質
性
を
早
く
か
ら
指
摘
し
た
か
ら
で
あ
る
。
氏
は
元
田
が
提
出
し
た
教
育
政
策
案
な
ど
を
、

他
の
明
治
前
期
の
知
識
人
（
特
に
伊
藤
博
文
）
と
比
較
し
て
、
自
由
民
権
運
動
抑
圧
に
明
治

政
府
内
で
活
躍
し
た
知
識
人
の
傾
向
と
は
異
な
り
、「
彼
は
そ
れ
よ
り
も
「
天
皇
の
尊
崇
」

や
儒
教
的
徳
目
を
生
徒
に
注
入
す
る
こ
と
の
方
に
、
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
」
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
た
だ
天
皇
と
儒
学
と
い
う
大
き
く
異
な
る
二
つ
の
伝
統
が
、
な
ぜ
元
田
永
孚

の
中
で
合
一
さ
れ
る
の
か
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
問
題
に
対

し
て
は
氏
は
明
快
な
答
え
を
出
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
氏
の
議
論
が
元
田
と
明
治
前
期
の

教
育
政
策
の
問
題
を
軸
に
し
て
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に

は
、
別
の
視
点
と
分
析
の
軸
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ

の
問
題
の
答
え
は
、
例
え
ば
元
田
が
明
治
天
皇
の
御
前
に
進
講
し
た
儒
学
の
古
典
、
そ
の
古

典
の
位
置
づ
け
と
進
講
の
内
容
か
ら
、
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
元
田
永
孚
が
明
治
天
皇
に
進
講
し
た
内
容
の
記
録
『
元
田
先
生
進
講
録
』
を

題
材
に
、
元
田
に
よ
る
日
本
の
宮
中
に
お
け
る
儒
学
古
典
の
新
た
な
位
置
づ
け
の
分
析
を
通

じ
て
、
右
の
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
。
進
講
の
中
で
『
論
語
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
は
ど
の

よ
う
に
再
認
識
さ
れ
、
さ
ら
に
一
方
で
神
道
に
基
づ
く
近
代
立
憲
君
主
制
の
中
で
ど
の
よ
う

に
再
定
義
さ
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

日
本
の
宮
中
に
お
け
る
学
問
、
天
皇
に
対
す
る
進
講
に
は
元
来
二
種
類
が
あ
る
。
講
書
と

講
書
始
で
あ
る
。
講
書
は
、
宮
中
に
す
で
に
長
い
歴
史
を
持
ち
、
嵯
峨
天
皇
が
弘
仁
六
年

（
八
一
五
）
二
月
に
、
大
学
博
士
お
よ
び
学
生
を
殿
上
に
召
し
て
経
書
を
論
義
さ
せ
た
こ
と

に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
こ
の
行
事
は
恒
例
と
な
り
、
好
学
の
天
皇
、
上
皇
に
学
問
を
進
講
す

る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
行
事
に
お
い
て
は
、
多
様
な
書
籍
が
扱
わ
れ
、

漢
籍
『
史
記
』『
経
書
』
な
ど
か
ら
、
和
書
『
源
氏
物
語
』、『
伊
勢
物
語
』
な
ど
ま
で
が
含

ま
れ
て
い
る⑶

。

　

講
書
始
は
右
の
講
書
と
異
な
っ
た
趣
旨
で
、
毎
年
正
月
の
宮
中
に
お
け
る
学
問
の
講
義
と

し
て
行
わ
れ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
行
わ
れ
た
「
御
講
釈
始
」
が
そ
の
最
初
で
あ

り
、
皇
学
所
御
用
掛
玉
松
操
・
同
平
田
大
角
に
よ
り
『
日
本
書
記
』、
大
学
頭
東
坊
城
任
長
・

漢
学
所
御
用
掛
中
沼
了
三
に
よ
り
『
論
語
』
を
進
講
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
講
書
始
は
恒

例
と
な
り
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
制
定
の
皇
室
儀
制
令
第
五
条
に
よ
っ
て
恒
例
儀

式
と
さ
れ
た
。
進
講
内
容
は
戦
前
と
戦
後
と
で
相
違
が
あ
り
、
戦
前
の
場
合
は
国
書
・
漢

籍
・
洋
書
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
書
籍
が
進
講
さ
れ
た
が
、
戦

後
の
場
合
は
、
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
と
い
う
三
つ
の
分
野
の
領
域
か
ら
進
講

が
行
わ
れ
て
、
現
在
に
到
っ
て
い
る⑷

。

　

本
稿
が
題
材
と
す
る
『
元
田
先
生
進
講
録
』
は
、
元
田
が
十
九
年
間
の
間
に
毎
年
一
月
七

日
に
明
治
天
皇
に
進
講
し
た
内
容
の
一
部
（『
論
語
』
に
関
す
る
進
講
）
の
記
録
で
あ
る
。

元
田
は
岩
倉
具
視
の
推
薦
に
よ
っ
て
明
治
四
年
に
宮
内
省
に
仕
出
し
、
翌
年
（
明
治
五
年
）

か
ら
こ
の
講
書
始
に
進
講
し
た
。
彼
が
扱
っ
た
漢
籍
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
『
論
語
』

『
書
経
』『
大
学
』『
中
庸
』
が
含
ま
れ
て
い
る⑸

。
こ
れ
ら
の
進
講
の
記
録
は
現
在
、
海
後 

宗
臣
・
元
田
竹
彦
編
『
元
田
永
孚
文
書
』
第
二
巻
「
進
講
録
」（
元
田
文
書
研
究
会
、

一
九
六
九
年
）
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
　
元
田
永
孚
と
儒
学

　

こ
こ
で
ま
ず
、
一
般
的
な
元
田
永
孚
像
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
国
史
大
辞
典
』
に
は
、

元
田
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

幕
末
・
明
治
前
期
の
儒
学
者
、
明
治
天
皇
の
側
近
。
幼
名
大
吉
、
伝
之
丞
、
の
ち
八
右

衛
門
と
称
す
。
字
は
子
中
、
東
野
と
号
す
。
茶
陽
・
東
皐
・
猿
岳
樵
翁
の
別
号
あ
り
。

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
十
月
一
日
肥
後
国
熊
本
藩
士
元
田
三
左
衛
門
の
長
子
に
生
ま

る
。
十
一
歳
に
し
て
藩
校
時
習
館
に
入
り
、
天
保
八
年
（
一
八
三
一
）
二
十
歳
、
時
習

館
居
寮
生
と
な
り
、
塾
長
横
井
小
楠
と
は
じ
め
て
相
識
り
学
問
に
つ
き
教
示
を
う
け

る
。
同
十
四
年
長
岡
監
物
（
米
田
是
容
）・
横
井
小
楠
・
下
津
休
也
・
荻
昌
国
と
会
読

を
始
め
る
（
実
学
党
の
成
立
）。
そ
の
「
実
学
」
は
李
退
渓

－

大
塚
退
野
に
つ
な
が
る
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純
粋
朱
子
学
で
あ
る
…
…⑹

こ
う
し
た
評
価
と
人
物
像
は
こ
の
例
に
止
ま
ら
ず
、
一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
確
か
に
、
江
戸
時
代
後
期
に
生
ま
れ
た
元
田
が
、
近
世
後
期
の
教

育
の
流
れ
の
中
で
育
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
概
し
て
言
え
ば
「
寛
政
異
学
ノ
禁
」

以
降
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
教
育
環
境
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
同
事
典
の
「
寛
政
異
学
ノ

禁
」
の
項
で
は
、「
寛
政
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、
幕
府
が
林
家
塾
に
対
し
て
朱
子
学
以
外

の
教
授
を
禁
止
し
、
幕
府
の
教
学
を
朱
子
学
に
よ
っ
て
振
興
し
よ
う
と
し
た
一
件
。
…
…⑺

」

と
さ
れ
る
。
右
の
定
義
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
寛
政
異
学
ノ
禁
」
以
降
、
儒
学
（
朱
子
学
）

が
多
数
の
藩
校
の
正
式
な
学
問
と
さ
れ
、
近
世
後
期
に
お
け
る
そ
の
浸
透
性
に
は
疑
問
の
余

地
が
無
い
。
で
は
な
ぜ
、
藩
校
出
身
で
、
朱
子
学
者
集
団
の
一
員
と
捉
え
ら
れ
た
元
田
ら
が

結
成
し
た
実
学
党
に
対
し
わ
ざ
わ
ざ
「
純
粋
」
朱
子
学
と
い
う
よ
び
名
が
付
せ
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
元
田
自
身
の
儒
学
、「
実
学
党
」
で
議
論
さ
れ
た
朱
子
学
を
「
純
粋
」
と
呼
ぶ

か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
彼
が
学
ん
だ
儒
学
は
果
た
し
て
当
時
の
藩
校
で
一
般
的
に
教
育
さ

れ
た
朱
子
学
と
異
な
る
朱
子
学
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
元
田
永
孚
自
身
、
朱
子
学
者
と
し
て
の
自
覚
が
強
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、

あ
る
講
義
の
中
で
「
余
ハ
固
ヨ
リ
朱
子
ノ
学
ヲ
信
シ
タ
ル
…
…⑻

」
と
告
白
し
て
い
る
。
し
か

し
、
彼
が
い
う
朱
子
学
（
あ
る
い
は
儒
学
）
は
、
必
ず
し
も
他
の
明
治
期
知
識
人
の
内
に
あ

る
儒
学
、
朱
子
学
と
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
宮
中
に
お
け
る
講
義
を
基
に
元
田
に
よ
る

『
論
語
』
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
接
近
し
た
い
と
思
う
。

二
　『
元
田
先
生
進
講
録
』
に
お
け
る
『
論
語
』
の
位
置
づ
け

　

儒
学
者
に
と
っ
て
『
論
語
』
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
古
典
で
あ
り
、
疑
問
な
く
、

全
面
的
に
受
け
入
れ
る
べ
き
書
物
と
し
て
在
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
論
語
』
と
い
う
テ
キ
ス

ト
に
つ
い
て
、
元
田
は
「
此
の
書
何
の
書
」
と
い
う
問
い
を
投
げ
掛
け
る
。
そ
し
て
、
元
田

永
孚
は
従
来
の
『
論
語
』
の
認
識
を
覆
し
て
、
批
判
を
し
た
。

　
　

�

陋
儒
浅
学
は
、
是
は
孔
子
の
道
な
り
、
漢
学
な
り
と
云
ひ
、
或
は
聖
人
の
道
は
、
儒
道

に
し
て
、
我
邦
の
道
に
異
な
り
、
我
邦
の
道
は
神
道
な
り
と
云
ふ
が
如
き
、
皆
な
道
を

知
ら
ざ
る
の
論
な
り⑼

。

右
の
引
用
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
元
田
は
「
陋
儒
浅
学
」
の
『
論
語
』
の
捉
え
方
を
批
判

し
た
。
そ
こ
で
批
判
さ
れ
た
の
は
、『
論
語
』＝
孔
子
の
道
・
漢
学
・
聖
人
の
道
と
す
る
捉
え

方
で
あ
る
。
右
の
批
判
の
中
か
ら
は
、
次
の
二
つ
の
批
判
点
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
論

語
』＝「
人
間
の
道
」（
孔
子
と
聖
人
）
と
い
う
捉
え
方
と
、『
論
語
』＝「
地
域
に
限
定
さ
れ
た

道
」（
漢
学
）
と
い
う
捉
え
方
へ
の
批
判
で
あ
る
。
後
者
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
元
田
は
「
我

邦
の
道
に
異
な
り
」
と
し
、
こ
う
し
た
『
論
語
』
の
捉
え
方
を
「
道
を
知
ら
ざ
る
の
論
な
り
」

と
包
括
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

元
田
は
、『
論
語
』
に
対
す
る
捉
え
方
如
何
が
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は

『
論
語
』
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〈
道
〉
で
あ
る
が
、
元
田
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
学
者
た
ち
は
道
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
こ
う
し
た
『
論
語
』
の
捉
え

方
を
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
論
語
』
と
そ
の
教
え
を
教
義
に
し
て
い
る
儒
学
を
普
遍
的
な
価
値
観
と
し
て
認
識
す
る

こ
と
は
、
儒
学
者
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
元
田
の
ま
な
ざ
し
が
「
我
邦
の
道
は

神
道
な
り
」
と
主
張
し
て
い
る
人
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
元
田
は
神
道
の
議
論
を
十

分
意
識
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
論
語
』
に
対
し
て
新
た
な
再
評
価
を
目
指
し
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
孔
子
の
言
行
録
『
論
語
』
を
孔
子
の
道
で
は
な
い
と
し
た
元
田
永
孚
は
、
ど
の
よ

う
な
捉
え
方
を
提
示
し
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
そ
れ
を
語
っ
た
の
か
。

　
　

�

旧
記
に
見
え
た
る
如
く
、
蓋
し
瓊
々
杵
尊
肇
て
国
土
を
開
造
し
給
ひ
天
祖
の
訓
を
奉
じ

て
、
徳
を
修
め
民
を
化
し
、
列
祖
代
々
継
承
し
て
教
を
布
き
、
政
を
施
し
給
ふ
も
、
皆

な
是
れ
生
知
安
行
の
徳
、
以
心
伝
心
の
妙
、
其
の
理
は
、
神
器
に
寓
し
て
神
遠
奧
穆
、

曾
て
学
問
講
習
の
迹
あ
る
を
見
ず
。
然
る
に
、
代
は
数
世
を
累
ね
、
人
は
智
巧
に
赴
く

を
以
て
、
天
祖
伝
統
の
至
徳
大
道
、
或
は
其
の
正
純
を
失
は
ん
こ
と
を
恐
る
。
是
に
於

て
、
斯
道
を
講
明
し
て
拡
充
す
る
に
は
、
必
ず
書
伝
講
説
に
由
ら
ざ
る
を
得
ず
。
然
る

に
我
朝
未
だ
文
字
に
富
ま
ざ
る
を
以
て
、
之
を
講
誦
す
る
に
由
な
し
。
幸
に
『
論
語
』

の
書
あ
る
、
之
を
管
下
の
百
済
に
獲
、
其
の
解
く
所
、
我
道
と
一
揆
な
る
を
以
て
、
帝

則
ち
取
て
講
誦
し
、
更
に
王
仁
を
挙
げ
て
、
之
を
師
と
し
、
太
子
稚
郎
子
を
以
て
、
之

が
弟
子
と
為
し
、
此
の
書
を
講
誦
し
、
以
て
天
祖
伝
来
の
、
至
徳
大
道
を
発
揮
拡
充
し

給
ひ
し
な
り⑽

。
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元
田
が
『
論
語
』
と
い
う
一
書
を
、
瓊
々
杵
尊
の
天
祖
の
訓
へ
の
伝
達
媒
体
と
し
て
機
能
す

る
も
の
、
と
捉
え
た
こ
と
が
、
以
上
の
引
用
か
ら
わ
か
る
。
文
字
を
知
ら
な
い
時
代
に
以
心

伝
心
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た
天
祖
の
訓
、（
瓊
々
杵
尊
が
創
造
し
た
）
至
徳
大
道
が
『
論
語
』

と
い
う
文
字
を
媒
体
に
伝
達
さ
れ
、
そ
の
た
め
『
論
語
』
を
読
む
必
要
性
が
こ
こ
に
あ
る
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、『
論
語
』
の
価
値
を
問
い
直
す
た
め
に
、

元
田
が
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
瓊
々
杵
尊
の
神
話
を
包
含
し
た
記
紀
を
持
ち
出
し
た
こ
と
で

あ
る
。
元
田
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

�

此
の
書
は
、
是
応
神
帝
伝
授
の
書
に
し
て
、
皇
道
の
訓
解
な
り
。
何
を
以
て
之
を
云
ふ
、

蓋
し
我
朝
に
て
道
学
を
講
ぜ
し
は
、
帝
よ
り
始
ま
り
て
、
我
朝
の
書
、
此
の
書
を
以
て

訓
謨
の
権
興
と
す
。
爾
来
文
教
開
け
、
内
外
の
書
籍
伝
播
せ
り
と
雖
、
此
の
書
の
前
に

書
籍
と
名
付
く
る
者
な
し
。
其
の
僅
に
有
り
た
る
は
、
上
代
文
字
に
て
、
訓
詁
史
伝
等

を
記
し
た
る
の
み
に
て
、
是
れ
亦
考
ふ
可
か
ら
ず
。
古
事
記
書
紀
等

の
淵
源
を
さ
す

故
に
道
徳
を
講
誦
す
る
書

に
於
て
は
、
帝
の
前
に
は
、
曾
て
聞
か
ざ
る
こ
と
な
り⑾

。

国
内
の
書
籍
は
、
瓊
々
杵
尊
の
至
徳
大
道
（
天
祖
の
訓
）
の
理
論
的
説
明
や
媒
体
と
し
て
機

能
し
て
い
な
い
と
す
る
元
田
に
と
っ
て
、『
論
語
』
は
、
天
祖
の
訓
の
媒
介
者
で
あ
っ
て
、「
故

に
神
遠
奧
穆
の
皇
道
、
此
の
帝
の
神
慮
、
此
の
『
論
語
』
の
書
に
由
て
、
益
々
光
明
発
達
し

て
天
下
に
伝
布
し
、
今
日
に
至
り
、
人
々
仁
義
忠
孝
を
重
ん
じ
、
智
識
材
力
輩
出
し
、
宇
内

に
儼
然
た
る
独
立
帝
国
と
称
す
る
も
、
代
々
の
聖
徳
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
帝
の
功
徳
多
き
に

居
る
と
称
し
奉
る
可
き
な
り
」
も
の
な
の
で
あ
る⑿

。

　
『
論
語
』
は
天
祖
の
訓
の
媒
体
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、『
論
語
』
と
い
う
書
物
が
内
包
し

て
い
る
真
理
で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
論
語
』
が
内
包
し
て
い
る
「
天
祖
の
訓
」
を
見
極
め
る

こ
と
が
大
事
だ
、
と
元
田
は
捉
え
直
す
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
よ
う
に
、
元
田
は
、『
論
語
』

を
誤
解
し
て
孔
子
の
道
と
認
識
し
た
人
々
を
批
判
し
た
。
そ
の
中
で
「
漢
学
者
」
も
批
判
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
漢
学
者
は
『
論
語
』
が
内
包
し
て
い
る
「
天
祖
の
訓
」
を
見
極
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　

�

且
当
世
に
て
、
支
那
の
文
学
を
学
ぶ
を
概
し
て
漢
学
と
称
し
て
、
孔
子
の
学
を
為
す
者

も
同
一
視
す
る
と
雖
、
是
亦
大
に
分
析
せ
ざ
る
を
得
ず
。
漢
学
と
云
ふ
は
、
支
那
の
歴

史
、
古
今
の
制
度
文
物
を
知
り
、
漢
文
漢
語
に
通
ず
る
の
文
学
な
り
。
孔
子
の
学
は
我

徳
性
を
尽
し
、
真
理
に
達
し
、
天
下
に
大
道
を
行
ふ
の
学
な
る
故
に
、
支
那
に
て
云
へ

ば
、
堯
舜
の
道
、
孔
孟
の
学
と
云
ふ
と
雖
、
本
邦
に
て
云
へ
ば
我
神
聖
の
道
、
我
道
徳

学
と
云
ふ
べ
き
な
り⒀

。

さ
ら
に
、
国
学
や
神
道
に
対
し
て
も
、
元
田
は
「
国
学
神
道
と
い
ふ
も
、
古
典
故
事
を
考
證

し
、
敬
神
尊
王
を
主
と
す
と
雖
、
多
く
は
一
偏
に
局
し
て
、
先
皇
の
至
徳
大
道
を
実
践
す
る

に
足
ら
ざ
れ
ば
、
我
神
聖
の
道
、
孔
子
の
学
と
同
じ
か
ら
ず
」
と
批
判
し
て
い
る⒁

。
つ
ま
り

元
田
に
と
っ
て
は
天
祖
の
訓
、
あ
る
い
は
先
皇
の
至
徳
大
道
を
書
物
か
ら
抽
出
し
、
そ
れ
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
元
田
は
『
論
語
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
新
た
な
意
味
を
与
え
よ
う
と

し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
教
義
解
釈
の
問
題
や
、
儒
学
者
が
共
有
し
て
い
る
絶
対
的
価
値

と
し
て
の
儒
学
像
と
異
な
っ
て
、
天
祖
の
訓
、
あ
る
い
は
天
地
開
闢
日
本
に
あ
っ
た
伝
統
的

な
価
値
体
系
を
伝
達
媒
体
と
し
て
の
『
論
語
』
の
理
解
で
あ
る
。
元
田
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
は
、
ど
の
よ
う
に
儒
学
的
テ
キ
ス
ト
か
ら
「
天
祖
の
訓
」
を
抽
出
し
、
理
解
す
る
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
元
田
は
儒
学
に
既
存
し
て
い
る
用
語
や
概
念
か
ら
脱
出
す
る

こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
は
儒
学
の
用
語
法
か
ら
脱
出
せ
ず
に
、
新
た
な
儒
学
と
そ
の
古

典
の
理
解
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
そ
れ
ら
の
用
語
と
概
念
を
用
い
て
元

田
が
何
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

三
　〈
先
王
の
道
〉
と
〈
世
界
無
比
社
会
〉

　

日
本
の
儒
学
思
想
は
『
論
語
』
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
思
想
的
に
展
開
し
た
。
四
書
の

ひ
と
つ
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
『
論
語
』
は
、
日
本
思
想
史
の
軸
と
し
て
指
摘
し
て
も
過
言

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
辻
本
雅
史
は
、
日
本
思
想
史
に
お
け
る
（
四
書
の
一
冊
と
し
て
の
）

『
論
語
』
を
注
目
し
て
、
そ
こ
に
氏
は
朱
子
学
的
解
釈
を
重
要
し
た
ま
ま
の
、
注
疏
類
の
取

捨
選
択
を
中
心
に
し
た
『
論
語
』
観
（
四
書
学
）
と
、
四
書
学
そ
の
も
の
を
解
体
し
、
異
な
っ

た
経
書
観
を
展
開
し
た
儒
学
者
、
こ
の
二
つ
の
潮
流
を
分
け
て
考
え
た
。
前
者
は
、
例
え
ば

林
羅
山
や
貝
原
益
軒
で
あ
っ
て
、
後
者
は
明
代
四
書
学
へ
対
抗
し
た
山
崎
闇
斎
や
四
書
学
を

脱
構
築
し
た
伊
藤
仁
斎
、
そ
し
て
五
経
を
中
心
に
し
て
新
た
な
『
論
語
』
観
（
五
経
中
心
の

『
論
語
』
観
）
を
展
開
し
た
荻
生
徂
徠
が
挙
げ
ら
れ
る⒂

。

　

寛
政
異
学
の
禁
の
発
令
の
背
景
と
さ
れ
た
学
問
的
方
法
を
提
示
し
た
荻
生
徂
徠
は
、
五
経

中
心
に
し
た
新
た
な
『
論
語
』（
四
書
）
観
を
議
論
し
た
が
、
具
体
的
に
「
荻
生
徂
徠
は
五

経
の
背
後
に
、
朱
子
学
が
想
定
す
る
よ
う
な
、
探
求
す
べ
き
理
が
埋
も
れ
て
い
る
と
は
考
え
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な
い
。
学
ぶ
べ
き
「
聖
人
の
道
」
は
、
目
の
前
の
テ
キ
ス
ト
（
五
経
）
の
う
ち
に
具
体
的
な

形
（「
物
」）
で
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
五
経
は
、
理
論
や
解
釈
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、

人
々
が
学
ぶ
べ
き
先
王
（
聖
人
）
が
定
め
た
「
物
」＝「
教
え
の
条
件
」
に
他
な
ら
な
い
と
い

う
。
五
経
は
、
文
字
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
先
王
が
定
め
た
「
物
」
そ
の
も
の
を
提
示
し
た

書
で
あ
る⒃

。」
あ
る
い
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、「『
論
語
』
に
見
出
さ
れ
る
孔
子
の
言
動
は
、

「
物
」
あ
る
い
は
「
礼
楽
刑
政
」
と
し
て
在
る
「
六
経
」
の
世
界
へ
の
通
路
、「
義
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
注
釈
は
「
先
王
の
道
」
を
推
察
し
了
解
す
る
た
め
の
最
重
要
の
こ
と
が

ら
で
あ
っ
た
」
と
い
う⒄

。
つ
ま
り
、「
寛
政
異
学
の
禁
を
通
じ
て
」
近
世
後
期
の
儒
学
の
形

成
に
貢
献
し
た
荻
生
徂
徠
は
、『
論
語
』
を
ほ
か
の
テ
キ
ス
ト
と
相
対
化
し
、〈「
六
経
」
の

世
界
へ
の
通
路
〉
と
し
て
機
能
す
る
、
と
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
反
徂
徠
的
近
世
後
期
の
儒

学
は
、
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
荻
生
徂
徠
の
経
書
観
も
議
論
の
中
に
入
れ
て
形
成
さ
れ

た
。
朱
子
学
の
復
帰
と
さ
れ
た
近
世
後
期
儒
学
の
議
論
の
中
に
、
徂
徠
の
経
書
観
の
痕
跡
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
近
世
後
期
儒
学
の
議
論
の
中
に
「
孔
孟
の

権
威
よ
り
先
王
の
絶
対
性
に
依
拠
し
、
五
経
を
通
じ
て
、「
治
国
安
民
の
儒
学
」
を
主
張
す

る⒅

」
こ
と
が
あ
っ
た
の
も
、
朱
子
学
徒
で
あ
れ
他
派
で
あ
れ
彼
ら
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
当
然

に
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
以
上
の
問
題
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
研
究
が
必
要
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
元
田
が
行
っ
た
『
論
語
』
の
位

置
づ
け
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
と
し
て
言
及
す
る
こ
と
に
と
ど
め
る
）。

　

前
述
の
例
か
ら
も
窺
え
る
が
、
元
田
永
孚
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
理
解
で
、『
論
語
』
を

日
本
の
宮
中
の
中
に
再
位
置
づ
け
し
た
。
彼
が
「
先
皇
の
道
は
、
孔
子
の
道
、
孔
子
の
道
は
、

天
地
人
倫
の
大
道
…
…⒆

」
と
い
う
筋
道
で
孔
子
の
言
動
を
収
録
し
た
『
論
語
』
を
捉
え
る
の

も
、
ま
さ
に
そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
先
に
引
用
し
た
元
田
の
発
言
を
改
め
て
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
彼
が

漢
学
者
お
よ
び
国
学
者
・
神
道
な
ど
を
批
判
し
た
と
き
の
発
言
で
あ
る
。
元
田
は
漢
学
に
対

し
て
、「
支
那
の
歴
史
古
今
の
制
度
文
物
を
知
り
、
漢
文
漢
語
に
通
ず
る
」
者
だ
と
評
価
し
、

彼
ら
は
ま
た
「
孔
子
の
学
」
を
知
ら
な
い
人
だ
と
い
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
元
田
が
提
示
し
た

「
孔
子
の
道
」（
皇
道
）
と
は
日
本
の
皇
道
で
あ
っ
て
、
中
国
の
皇
帝
を
指
す
も
の
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
日
本
の
代
々
の
天
皇
で
あ
る
。

　
　

�

但
其
の
学
ぶ
や
、
偶
然
自
得
独
詣
す
可
か
ら
ず
し
て
、
又
其
の
我
見
私
説
を
主
張
す
る

よ
り
害
あ
る
は
な
し
。
故
に
必
ず
法
を
、
古
先
聖
王
に
取
り
、
己
を
捨
て
、
一
に
聖
賢

を
之
れ
信
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
朱
註
の
、
先
覚
の
為
す
所
に
倣
ふ
と
云
ふ
是
な
り
。
故

に
、
堯
舜
三
代
の
、
天
下
を
治
む
る
は
如
何
し
て
之
を
治
む
、
孔
子
の
天
下
を
治
む
る

は
、
如
何
し
て
之
を
教
ふ
、
神
武
帝
は
如
何
、
崇
神
帝
は
如
何
、
天
智
帝
は
、
如
何
と
、

総
て
古
先
の
聖
帝
明
王
は
、
陛
下
の
先
覚
な
れ
ば
、
其
天
下
の
治
め
給
ひ
し
、
道
徳
経

綸
を
師
と
し
、
法
と
し
、
之
を
挙
ば
せ
給
ふ
こ
と
、
此
章
、
学
の
字
の
本
義
と
為
す
。

臣
請
ふ
之
を
審
に
す
る
こ
と
を
得
ん
。
夫
れ
四
海
を
家
と
し
、
兆
民
を
子
と
し
、
赤
心

を
人
の
腹
中
に
置
く
の
大
度
に
於
て
は
、
神
武
帝
を
師
と
し
給
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。
神

を
敬
し
、
民
を
安
ん
じ
、
利
用
厚
生
の
道
を
開
く
に
於
て
は
、
崇
神
帝
を
師
と
し
給
は

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
皇
化
を
宇
内
に
布
く
の
大
勇
を
以
て
、
東
征
西
伐
、
兵
権
を

掌
握
す
る
は
、
景
行
帝
を
挙
ば
せ
給
ふ
可
く
、
天
の
君
を
立
る
は
、
民
の
為
に
す
る
と

云
ふ
の
大
仁
を
以
て
、
用
を
節
し
て
、
民
を
愛
す
る
は
、
仁
徳
帝
を
挙
ば
せ
給
ふ
可
き

な
り
。
賢
を
挙
げ
、
姦
を
除
き
、
極
を
建
て
、
制
を
定
め
、
謙
恭
克
譲
は
、
天
智
帝
を

以
て
権
臣
を
畏
服
す
る
は
、
後
三
条
帝
を
以
て
軌
範
と
為
し
給
ふ
可
き
な
り
是
よ
り
以

上
、
書
に
云
ふ
所
の
堯
、
舜
、
禹
の
盛
徳
大
業
、
論
語
中
の
孔
子
の
言
語
悉
く
人
君
の

師
範
学
則
に
非
ざ
る
は
無
し⒇

。

元
田
は
日
本
固
有
の
天
皇
と
儒
学
世
界
の
三
代
を
一
致
さ
せ
る
。「
今
陛
下
明
徳
を
天
下
に

明
か
に
せ
ん
と
欲
し
、
此
の
書
に
就
て
人
君
の
道
を
学
ぶ
、
乃
ち
先
覚
の
祖
宗
聖
帝
と
、
堯

舜
孔
子
を
師
と
」
す
る�

。
こ
う
し
た
こ
と
は
、〈
天
祖
の
訓
〉
は
文
章
化
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
も
の
か
ら
で
あ
っ
て
、『
論
語
』
は
そ
れ
を
あ
る
程
度
一
致
し
て
い
る
だ
け
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
先
帝
は
〈
求
む
〉
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
論
語
』
と
〈
符
合
〉
す
る
の
で
あ

る
。「
故
に
仁
徳
帝
は
、
其
の
至
仁
至
徳
、『
論
語
』
に
符
合
せ
ざ
る
は
無
く
、
古
今
の
聖
帝

た
る
は
言
を
待
た
ず�

」。

　

例
え
ば
、
元
田
は
、
以
上
の
引
用
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、「
夫
れ
四
海
を
家
と
し
、
兆
民

を
子
と
し
、
赤
心
を
人
の
腹
中
に
置
く
の
大
度
に
於
て
は
、
神
武
帝
を
師
と
し
給
は
ざ
る
可

か
ら
ず
」
と
、「
四
海
を
家
」
と
す
る
天
祖
の
訓
の
実
践
は
神
武
天
皇
の
功
徳
だ
と
い
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
理
念
は
日
本
固
有
の
価
値
観
だ
と
考
え
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
神
武
天

皇
の
功
徳
に
辿
り
着
く
た
め
に
は
、『
論
語
』
は
よ
い
通
路
で
は
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
『
論
語
』
は
儒
学
世
界
の
「
先
王
」
を
説
き
だ
す
書
物
で
あ
っ
て
、
日

本
の
「
先
王
」
と
の
一
致
す
る
所
が
あ
る
だ
け
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
部
分
的
に
『
論

語
』
は
そ
れ
を
説
明
で
き
る
が
、
説
明
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
二
つ
の
世
界
の
「
先
王
」
が
仮
に
合
一
し
て
捉
え
得
る
な
ら
ば
、
立
派
な
国
家
に
な
る
は

ず
と
元
田
は
考
え
る
。
儒
学
世
界
が
説
き
出
し
た
三
代
の
世
界
と
そ
れ
の
実
践
的
価
値
観
の
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み
な
ら
ず
、
日
本
の
古
典
が
説
明
し
た
古
代
天
皇
と
い
う
「
先
王
」
の
道
だ
け
で
も
な
く
、

む
し
ろ
両
方
と
も
実
践
し
た
価
値
観
な
ど
を
実
践
す
る
社
会
で
あ
る
。

　
　

�
我
国
は
、
天
地
開
闢
よ
り
、
天
祖
の
一
君
ま
し
ま
し
て
、
臣
民
を
統
治
し
、
子
々
孫
々
、

万
世
窮
り
な
し
。
故
に
天
下
の
大
道
は
、
君
臣
に
始
ま
り
て
、
万
づ
の
道
理
、
皆
な
此

の
君
臣
に
包
含
せ
り
。
特
に
君
の
臣
民
を
視
る
、
我
子
の
如
く
、
臣
民
の
君
を
仰
ぐ
こ

と
、
父
母
の
如
く
、
君
臣
、
祖
孫
、
同
体
一
気
、
相
契
合
凝
結
し
て
離
る
可
か
ら
ず
。

君
臣
の
忠
義
と
、
父
母
の
親
愛
と
を
合
一
に
し
た
る
、
世
界
無
比
の
至
道
純
理
な
れ
ば
、

堯
舜
も
夢
に
も
見
ず
、
孔
子
も
い
ま
だ
解
き
出
す
こ
と
能
は
ざ
る
所
な
り
。

ま
さ
に
こ
の
部
分
こ
そ
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
木
下
尚
江
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
部
分
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
元
田
の
国
家
観
が
現
れ
て
い
る
。
明
治
前
期
に
活
躍
し
て
い
た
彼
に
と
っ
て
、

論
語
解
釈
が
こ
う
し
た
議
論
に
ま
で
展
開
さ
せ
た
こ
と
に
は
無
理
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
、
当
時
の
知
識
人
は
ほ
ぼ
同
じ
課
題
を
議
論
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
国

家
観
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
思
想
的
継
承
者
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
横
井
小
楠
と
の
相
違
点
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

二
つ
の
世
界
、
す
な
わ
ち
日
本
古
典
が
作
り
出
し
た
「
先
王
」
の
道
（
世
界
）
と
、
儒
学

古
典
が
作
り
出
し
た
「
先
王
」
の
道
（
世
界
）
と
は
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
は
元
田
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
チ
ッ
ク
な
理
想
で
あ
る
。
西
洋
世
界
と
同
等
な
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
優
等
な
近
代

国
家
と
し
て
の
日
本
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。
横
井
小
楠
が
目
指
し
た
三
代
の
徳
の
実
行

の
み
の
議
論
は�

、
元
田
の
手
に
よ
っ
て
、
世
界
無
比
の
国
家
論
に
ま
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
元
田
は
そ
の
根
拠
と
し
て
儒
学
的
テ
キ
ス
ト
に
偏
っ
て
お
り
、
日
本
古
典

に
は
少
し
し
か
依
拠
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
彼
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

臣
又
謹
て
講
ず
。
天
の
人
を
生
ず
る
、
必
ず
之
に
与
ふ
る
に
、
善
良
の
徳
を
以
て
せ
ざ

る
こ
と
な
し
。
徳
に
率
へ
ば
、
則
ち
道
あ
り
。
道
に
要
あ
り
。
上
古
の
神
聖
、
由
て
以

て
教
を
為
す
。
故
に
明
徳
仁
勇
は
、
我
先
王
の
道
な
り
。
仁
義
礼
智
は
、
孔
子
の
道
な

り
孔
子
の
道
は
書
に
伝
へ
、
我
先
王
の
道
は
神
器
に
寓
す
。
書
に
伝
ふ
、
故
に
講
誦
し

て
教
へ
易
く
、
器
に
寓
す
、
故
に
奥
深
に
し
て
識
り
難
し
。
唯
道
は
一
つ
な
り
。
故
に
、

書
を
以
て
器
に
参
へ
て
、
其
の
義
覩
る
可
し
。
是
れ
先
王
の
取
て
以
て
教
と
す
る
所
な

り
。
夫
れ
神
器
の
徳
、
臣
子
の
妄
に
論
ず
べ
き
に
非
ず
と
雖
、
之
を
要
す
る
に
、
秘
訣

妙
伝
あ
る
に
非
ず
。
乃
ち
天
祖
伝
授
の
君
道
也
耳
。
之
を
書
に
訳
せ
ば
、
猶
ほ
堯
、
舜
、

禹
の
天
下
を
伝
授
す
る
。
惟
精
惟
一
。
允
執
厥
中
。
の
云
ひ
あ
る
が
如
く
、
孔
子
の
魯

公
に
対
ふ
る
、
三
徳
一
誠
の
云
ひ
あ
る
が
如
き
な
り�

。

つ
ま
り
、「（
テ
キ
ス
ト
）
と
い
う
形
」
の
あ
る
も
の
の
み
に
元
田
は
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
そ
の
た
め
、「
生
知
安
行
」
の
瓊
々
杵
尊
の
訓
、
あ
る
い
は
天
祖
の
訓
を
取
得
す
る

た
め
に
、
応
仁
天
皇
は
『
論
語
』
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る�

。
こ
こ
で
、

元
田
は
常
に
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
立
論
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
生
知
安
行
」
と
い
う
非

テ
キ
ス
ト
の
も
の
を
目
標
と
し
て
設
定
し
た
元
田
は
、
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
、
そ
れ
を
説

明
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　

以
上
、『
元
田
先
生
進
講
録
』
を
中
心
に
、
元
田
永
孚
に
よ
る
『
論
語
』
の
再
定
義
の
問

題
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
非
文
字
の
瓊
々
杵
尊
の
道
徳
を
広
め
る
た
め
、
あ

る
い
は
学
習
す
る
た
め
に
、
文
字
で
書
か
れ
た
『
論
語
』
が
用
い
ら
れ
る
と
す
る
元
田
の
『
論

語
』
の
捉
え
方
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
瓊
々
杵
尊
の
道
徳
と
そ
れ
を
実
施
し
た

古
代
天
皇
が
ひ
と
つ
の
理
想
の
実
態
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

点
で
、
元
田
が
一
般
的
に
儒
学
者
に
よ
っ
て
理
想
化
さ
れ
た
堯
・
舜
と
異
な
っ
た
古
代
を
設

定
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
古
代
中
国
を
語
っ
て
い
る
『
論
語
』
を
通
じ
て
、
古
代

日
本
の
天
皇
を
発
掘
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
結
局
両
国
、
す
な
わ
ち
日
本
の
古
代
天
皇
と
中

国
の
古
代
皇
帝
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
を
目
指
し
た
近
代
国
家
日
本
は
世
界
無
比

の
国
家
と
し
て
な
る
、
と
す
る
元
田
の
論
理
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
、
古
代
皇
帝
を
再
現
す
る
た
め
に
古
典
（
文
字
を
有
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
）
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
古
典
の
再
解
釈
を
通
じ
て
、
新
た
な
古
代
を
語

る
、
と
い
う
形
式
自
体
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
元
田
の
場
合
、
古
代
天
皇
を
『
論
語
』
と
い

う
他
国
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
語
っ
た
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、『
論
語
』
と
い
う
古
典
の

伝
統
的
理
解
と
枠
組
を
壊
す
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、『
論
語
』
が
語
る
古
代
皇
帝
像
と
日

本
に
存
在
し
た
古
代
天
皇
に
関
す
る
物
語
（
和
書
）
と
を
相
対
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
過
程
が
元
田
の
中
に
ど
の
よ
う
に
存
し
た
の
か
。
そ
の
中
に
ど
の
よ
う
な
思
想
が

あ
っ
た
の
か
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
こ
の
課
題
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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【
注
】

⑴　

木
下
尚
江
（
松
野
翠
）「『
経
筵
進
講
録
』
を
読
み
て
世
に
警
告
す
」（『
毎
日
新
聞
』
明

治
三
十
三
年
三
月
二
一
日
）。

⑵　
『
横
浜
国
立
大
学
教
育
紀
要
』、
一
九
八
八
年
二
八
号
に
所
収
。

⑶　

橋
本
義
彦
「
講
書
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）、
三
八
三
頁
）。

⑷　

川
田
貞
夫
「
講
書
始
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）、
三
九
五
頁
）。

⑸　

徳
富
蘇
峰
編
『
普
及
版　

元
田
先
生
進
講
録
』（
明
治
書
院
、
一
九
四
四
年
）、
緒
言
、

三
一
頁
。

⑹　

沼
田
哲
「
元
田
永
孚
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
三
巻
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）、
三
八
三
頁
）。

⑺　

山
本
武
夫
「
寛
政
異
学
の
禁
」（
同
上
、
第
三
巻
、
八
五
六
頁
）。

⑻　
「
書
経
講
義
」（
元
田
竹
彦
、
海
後
宗
臣
編
『
元
田
永
孚
文
書
』（
元
田
文
書
研
究
会
、

一
九
七
〇
年
）、
第
三
巻
、
三
頁
）。

⑼　
『
進
講
録
』、
三
頁
。

⑽　

同
上
、
二
頁
。

⑾　

同
上
、
一
頁
。

⑿　

同
上
、
二
頁
。

⒀　

同
上
、
六
頁
。

⒁　

同
上
。

⒂　

辻
本
雅
史
「
日
本
近
世
に
お
け
る
『
四
書
学
』
の
展
開
と
変
容
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』、

第
七
〇
号
二
〇
〇
七
年
、
五

－
一
一
頁
）。

⒃　

同
上
、
九
頁
。

⒄　

中
村
春
作
「
論
語
」（
子
安
宣
邦
編
『
日
本
思
想
史
辞
典
』、（
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
〇
一
年
）、
五
九
三
頁
）。

⒅　

辻
本
雅
史
、
前
掲
、
十
頁
。

⒆　
『
進
講
録
』、
五
頁
。

⒇　

同
上
、
九

－

十
頁
。

�　

同
上
、
一
三
頁
。

�　

同
上
、
三
頁
。

�　

横
井
小
楠
「
沼
山
閑
話
」
を
参
照
。

�　

同
上
、
二
三
頁
。

�　

同
上
、
六
七
頁
。

�

（
主
任
指
導
教
員　

中
村
春
作
）
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Motoda Nagazane and Analect Confucianism
― Study on Motoda’s Lecture Record to Meiji Emperor ―

Andy Bangkit Setiawan

Abstract: This study aims to reevaluate the relation between Motoda Nagazane and Confu-
cianism by analyzing Motoda Nagazane’s lecture record to Meiji Emperor on Analect of 
Confucianism, know as Motoda Sensei Shinkouroku.　Study on the relation between 
Motoda Nagazane and Confucianism this far has brought a preconceived idea that Motoda 
Nagazane’s perception on Confucianism is a consecutive perception of Edo Confucianism 
or often said as a pure perception of Chu Hsi school perception.　For this study, it had 
been analyzed how Motoda Nagazane recognized Analect in the lecture.　As known 
previously, Japan Imperial system is carried by Shinto values, and these values have 
different tradition with Confucianism.　In words, if Motoda hold a strong consecutive 
perception on Confucianism and Analect, then the result will be same with common 
perception of a Confucian.　The analysis result shows that Motoda Nagazane had different 
perception on Analect, as he placed it as an explanation book of supreme value which one 
Japanese God (Ninigi-no-Mikoto) had taught and fulfilled by ancient emperors.　This result 
shows that in Motoda thought there is difference of perception from common perception 
hold by a Confucian.

　Key words ：Motoda Nagazane, Analect, Meiji, Lecture Record
　キーワード：元田永孚，論語，明治天皇，進講録


